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■ 修士課程への社会人の受入れ状況

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び大学振興課調べ）
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大学院への社会人の受入れ状況について



■ 博士課程への社会人の受入れ状況

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び大学振興課調べ）

617

996 988 962
1,222

1,427
1,635 1,705

2,027
2,294

2,804
3,128 3,173

3,634 3,694 3,557
3,411 3,421 3,496

169

186

187
407

317 285
376

349 395
462

474

402
521

689 634

644

724

962

1568
1504

679

131 173 227 239 347

184

157
124

79
183

139

4
5

5 3

3181

12

62 123

1,554

1,6191,438
1,306

1,129

1,077

356
285

233 192

13
122 56 66

101

15,685

16,471

15,901

17,944
18,232

17,234

6,848

7,170
7,478

7,813

8,505

9,481

10,681

11,852

13,074

14,345

14,683

15,491

16,276

17,023

17,128

17,553
17,131

16,926
16,271

0

1500

3000

4500

6000

7500

9000

10500

12000

13500

15000

16500

18000

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

-500

500

1500

2500

3500

4500

5500

6500

7500
私立

公立

国立

全入学者数

社会人入学者

( )全入学者数に占める社会人の割合

人 人

148

(2.2%)

300

(4.2%)
288

 (3.9%)

308

 (3.9%)

460

(5.4%)

931

(9.8%)

902

(8.4%)

1,343

(11.3%)

1,467

(11.2%) 1,575

(11.0%)

1,807

(12.3%)

2,027

(13.1%)

 2,448

(15.0%)

 2,496

(14.6%)

2,855

(16.7%)

3,952

(21.7%)

3,187

(18.5%)

4,392

(24.5%)

5,257

（30.7％）

5,417

（32.0％）

4,709

(26.8%)

5,552

（34.1％） 5,314

（33.4％）

5,384

（32.7％）
5,462

（34.8％）



■ 専門職学位課程への社会人の受入れ状況

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び大学振興課調べ）
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■ 博士課程への社会人の受入れ状況（分野別）

（出典：文部科学省「平成23年度学校基本調査」）

（各分野における学生数
に対する社会人の割合）
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平成 元年度

平成 元年度

一定の研究暦等にもと
づく博士後期課程への
入学資格

【概要】
大学を卒業し、大学、

研究所等において、二
年以上研究に従事した
者で、修士の学位を有
する者と同等以上の学
力があると認めた者に
博士後期課程への入学
資格を認めるもの

入学資格

① 平成 ５年度

② 平成１９年度

① 平成１５年度
② 平成１９年度

① 平成 ５年度
② 平成１９年度

①科目等履修生制度
②履修証明制度

【概要】
① 社会人等に対しパー

トタイムによる 学習機
会を拡充し，その学習
の成果に 適切な評価
を与えるため，大学院
の学生以外の者で一
又は複数の授業科目
を履修する者に対し単
位を与えることができ
る制度

② 社会人等の学生以
外の者を対象とした一
定のまとまりのある学
習プログラム（履修証
明プログラム）を開設し
、その修了者に対して
法に基づく履修証明書
（Certificate）を交付で
きる制度

履修方法の改善

② 平成１９年度
（※夜間大学院におい

ては、平成５年度）
③ 平成１４年度

平成 ７年度平成１３年度① 平成 ５年度
② 平成 ５年度

博士
(後期)

①，②，③
平成１５年度

平成１５年度平成１５年度① 平成１５年度
② 平成１５年度

専門職
学位

①，② 平成１１年度
③ 平成１４年度

平成 ７年度平成１０年度① 平成 元年度
② 昭和４９年度

修士
導
入
時
期

①短期在学コース
②長期在学コース
③長期履修学生制度

【概要】
①，② 大学院に二年を

超える標準修業 年限
又は一年以上二年未
満の標準修業年限の
課程を設けるもの
（※法科大学院を除く）

③ 学生が，職業等を有
している等の事情によ
り，修業年限を超えて
一定の期間にわたり計
画的に教育課程を履修
し卒業することを認めら
れる制度

サテライト教室

【概要】
社会人等の受講

の便宜を図るため
に駅前等で大学
院の授業等が受
講できる本校以外
の場において教
育を行うもの

通信制大学院

【概要】
印刷教材等に

よる授業，放送
授業によって行
うもの

①夜間大学院
②昼夜開講制大学院

【概要】
① 社会人の通学上

の利便のため，専ら
夜間において教育
を行うもの

② 社会人の通学上
の利便のため，夜
間その他特定の時
間等に教育を行うも
の

制度・概要

履修期間の改善空間的アクセスの改善時間的アクセスの改善

教育方法の改善区 分

大学院において社会人が学ぶための環境に関する制度の整備



■社会人に対する大学院教育に関する取組

（出典：平成21年度大学院活動状況調査）

（複数回答）

21.6%

27.9%

7.3%

15.3%

27.7%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40%

⑥実施・検討せず

⑤実施検討中

④その他の取組実施

③企業等と連携した社会人教育プログラム実施

②社会人対象の学位以外の修了証を与えるプログラム実施

①社会人対象の学位取得コースの設置

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度
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■ 大学院のいずれかの課程で夜間大学院を実施している大学院数

（出典：全国大学一覧）

（出典：大学院活動状況調査）

■ 大学院のいずれかの課程でサテライト教室を実施している大学院数
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（出典：大学改革状況調査）

■ 大学院のいずれかの課程で
社会人特別選抜を実施している大学院数

■ 大学院のいずれかの課程で
長期履修制度を実施している大学院数

■ 修士・専門職学位課程において短期在学コースを実施している大学院数

（出典：大学院活動状況調査）
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■ 論文博士授与の推移

（出典：平成20年度学位授与状況等調査）
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（出典：大学院活動状況調査）

■ 研究指導委託による受入・派遣人数推移

■ 大学院のいずれかの課程で
連携大学院を実施している大学院数

■ 博士課程で
インターンシップを実施している大学院数
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＜社会人の博士課程への入学の促進＞

各大学院においては，専攻分野や業種などに応じて各大学と産業界等が積極的に連携し，特に，博士課程（後期）にお

いて，社会人にとって魅力的なプログラムの構築を図るとともに，入学後に補完的な教育を提供することが必要である。

＜標準修業年限や修得単位数をはじめとする制度の検討＞

産業界等の研究経験を経て博士課程（後期）に入学する社会人や他大学院からの進学者等に求められる科目履修の考え

方が確立されていないことなどから，・・・標準修業年限や修得単位数の在り方について，今後検討が必要である。

■グローバル化社会の大学院教育（平成23年１月中教審答申）

■新時代の大学院教育（平成17年中教審答申）

＜社会人が学ぶための環境整備＞

企業内の再教育・研修等を目的とした大学院教育プログラムの実施や，大学院の一定のコースないし科目（群）を学ん

だ成果としての履修証明として，学位以外の修了証を授与することなどの積極的な普及・促進が期待される。

＜論文博士の在り方の検討＞

論文博士の在り方の検討に当たっては，相当の研究経験を有している社会人等に対し，その求めに応じて大学院が研究

指導を行う仕組みの充実などを併せて検討することが適当である。

＜博士課程の短期在学コースの創設＞

社会人として一定の研究実績や能力を有する者を対象とした博士課程の短期のコース（博士課程短期在学コース）の創

設について，我が国の学位の国際的な通用性，信頼性の確保に留意しつつ，検討すべきである。

＜円滑な学位授与を促進するためのプロセス管理等＞

円滑な学位授与の促進策の一つとして，・・・例えば，各大学院において，必要な単位を取得した者や試験に合格した者

について「博士候補」とし，論文作成を本格的に開始することなども考えられる。この場合，「博士候補」の呼称を取得

することが目的化して，かえって標準修業年限内に学位を授与するという本来の目的を阻害することのないよう，留意す

ることが必要である。

参考資料（関係答申）


